
資料６

令和元年８月

長野県

国土交通省 関東地方整備局

（仮称）韮崎都市計画道路1･4･1号 双葉・韮崎・清里幹線
（仮称）佐久都市計画道路1･4･1号 南牧佐久線

環境影響評価方法書の概要



１．事業の概要

【方法書 P.1－1～4－14】
第1章 都市計画対象道路事業の名称
第2章 都市計画決定権者及び事業予定者の名称
第3章 都市計画対象道路事業における

環境影響評価手続きの対象範囲
第4章 都市計画対象道路事業の

目的及び内容（事業特性）
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1．事業の概要

■都市計画対象事業の名称、都市計画決定権者及び事業予定者の名称 方法書 P.1－1、2－1

第1章 都市計画対象道路事業の名称

第2章 都市計画決定権者及び事業予定者の名称

●都市計画対象道路事業の名称

（仮称）韮崎都市計画道路1・4・1号 双葉・韮崎・清里幹線
（仮称）佐久都市計画道路1・4・1号 南牧佐久線

●都市計画決定権者及び事業予定者の名称

都市計画決定権者の名称：長野県

代表者の氏名：長野県知事 阿部 守一

住所：長野県長野市大字南長野字幅下692番地2号

事業予定者の名称：国土交通省関東地方整備局

代表者の氏名：国土交通省関東地方整備局長 石原 康弘

住所：埼玉県さいたま市中央区新都心2番地1
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都市計画決定権者の名称：山梨県

代表者の氏名：山梨県知事 長崎 幸太郎

住所：山梨県甲府市丸の内1丁目6番1号



1．事業の概要

■都市計画対象道路事業の位置 方法書 P.3－1

第3章 都市計画対象道路事業における環境影
響評価手続きの対象範囲
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中部横断自動車道は、静岡県静岡市を起点に、
山梨県甲斐市を経由して長野県小諸市に至る高速
自動車国道です。
本事業は、中部横断自動車道のうち山梨県北杜

市長坂町（(仮称)長坂JCT）と長野県南佐久郡佐
久穂町（八千穂高原IC）間について整備を行うも
のです。

◆供用区間
・静岡・山梨県内は新清水JCT～富沢IC、
下部温泉早川IC～双葉JCT区間を開通。

・長野県内は八千穂高原IC～佐久小諸JCT区間を開通。

◆事業中区間
・南側は、富沢IC ～下部温泉早川IC区間は施工中。

◆基本計画区間（長坂～八千穂）
・長坂～八千穂区間は現在、基本計画区間である。



●当該道路事業は、中部横断自動車道のうち山梨県北杜市長坂町（（仮称）長坂JCT）と長野
県南佐久郡佐久穂町（八千穂高原IC）間を結ぶ延長約40kmの高速自動車国道。

●当該地域では、代替路が無いため、地域を結ぶ幹線道路の大雨や積雪による通行止めが発生
し地域孤立の懸念があり、また災害で中央自動車道が通行止めとなった場合には東京圏から
の広域支援が分断される可能性がある。

●国道141号は死傷事故率が平均以上である区間が点在し、走行性にも劣ることから救急搬送
時にも課題がある。

●一方で、観光業や農作物の速達性向上のためにも道路ネットワークのアクセス向上が求めら
れている。

●以上の課題と当該道路に求められる機能から、政策目標は以下に示すとおり。

○高速道路までの移動時間短縮 ○救急医療施設への移動時間短縮
○主要な観光地等の連携向上 ○地域の生活交通の円滑化
○災害時の代替路確保 ○現道の走行性・安全性の向上
○企業誘致・雇用の促進 ○公共交通の利便性の向上
○環境・景観の保全

1．事業の概要

■都市計画対象道路事業の目的 方法書 P.4－1

第3章 都市計画対象道路事業における環境影
響評価手続きの対象範囲
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1．事業の概要

■都市計画対象道路事業実施区域の位置 方法書 P.4－2～3

第3章 都市計画対象道路事業における環境影
響評価手続きの対象範囲

● 起点：山梨県北杜市長坂町 終点：長野県南佐久郡佐久穂町

●「都市計画対象道路事業」により土地の形状の変更並びに工作物の新設及び増築がありうる範囲を
「都市計画対象道路事業実施区域」とし、その位置は下図のとおり。
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1．事業の概要

■都市計画対象道路事業の内容 方法書 P.4－2、4

第4章 都市計画対象道路事業の目的及び内容
（事業特性）

項目 内容

都市計画対象道路事業の種類 高速自動車国道の新設

延長 約40km

車線数 4車線

設計速度 80km/時

道路区分 第1級第3級

道路構造の概要
地表式（盛土構造、切土構造）、嵩上式
（橋梁構造）、地下式（トンネル構造）、
掘割式（堀割構造）

休憩所の設置の計画 なし
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1．事業の概要

■都市計画対象道路事業の経緯 方法書 P.4－5

第4章 都市計画対象道路事業の目的及び内容
（事業特性）
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1．事業の概要

■対応方針の決定 方法書 P.4－13～14

第4章 都市計画対象道路事業の目的及び内容
（事業特性）
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2．地域の概況

【方法書 P.5－1～5－195】
第5章 都市計画対象道路事業実施区域及び

その周囲の概況（地域特性）
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2．地域の概況

■地域特性（自然的状況） 方法書 P.5－1～97

第5章 都市計画対象道路事業実施区域及び
その周囲の概況（地域特性）
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2．地域の概況

■地域特性（社会的状況） 方法書 P.5－1～195

第5章 都市計画対象道路事業実施区域及び
その周囲の概況（地域特性）

11



3．配慮書の概要及び意見

【方法書 P.6－1～7－3】
第6章 計画段階環境配慮書に関する内容
第7章 計画段階環境配慮書についての国土交通

大臣意見と都市計画決定権者の見解
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3．配慮書の概要及び意見

■計画段階環境配慮書の手続き 方法書 P.6－1～6

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容

●計画段階環境配慮書（配慮書）とは

配慮書とは、事業への早期段階における環境配慮を可能にするため、第一種事業を実施しよ

うとする者が、事業の位置・規模等の検討段階において、環境保全のために適正な配慮をしな

ければならない事項について検討を行い、その結果をまとめた図書

（出典：環境省環境影響評価パンフレット）

●配慮書とみなす書類（検討書）の公表

経過措置において、法施行（H25.4.1)の際に、主務

大臣が環境大臣に協議して指定した書類があるときは、
その書類を“配慮書とみなす”と規定

当該事業は、「構想段階における市民参加型道路計
画プロセスのガイドライン第４章の４により作成された
複数の比較案の比較評価をとりまとめた書類（検討
書）を、配慮書とみなす書類とした。

環境影響評価法の改正（H23改正、H25施行）により、配慮書手続きを、経過措置の適用事業として
実施。（H26.12 公表・送付）
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3．配慮書の概要及び意見

■配慮書についての国土交通大臣意見 方法書 P.7－1～３

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容
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3．配慮書の概要及び意見

■配慮書についての国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解（要約） 方法書 P.7－1～３

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容
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環境要素 国土交通大臣意見 都市計画決定権者の見解

総論

１．対象事業実施区域の設定
今後の詳細なルート・構造の検討を踏まえた対象
事業実施区域の設定に当たっては、入手可能な最
新の文献その他の資料を踏まえ、環境の保全上重
要と考えられる以下の区域について、事業の影響を
極力回避・低減するよう検討すること。特に、以下の
区域に複数該当する地域については十分配慮するこ
と。

① 学校、病院その他の環境の保全についての配慮
が特に必要な施設及び集落
② 八ヶ岳中信高原国定公園
③ 鳥獣保護区
④ 主要な河川、湖沼及び湧水群、並びに所沢水道
水源保全地区等の主要な水源地
⑤ 重要な地形及び地質
⑥ 特定植物群落
⑦ 自然環境保全基礎調査の現存植生図における
植生区分が「自然植生」の区域、及び「代償植生」
のうち自然林に近い植生の区域
⑧ 主要な眺望点
⑨ 北杜市景観計画における景観形成推進ゾーン
⑩ 主要な人と自然との触れ合いの活動の場
⑪ 史跡・天然記念物、埋蔵文化財等の歴史的文
化的遺産

対応方針の決定後、長野県区間については、P4-12に
示すとおり、国土交通省、長野県、南佐久郡6町村で構成
する「中部横断自動車道（長坂～八千穂）長野県区間に
係る計画調整会議」（第1回：平成29年9月、第2回：平成
30年7月）において検討した結果、図4-3-4に示すとおり
1kmルート帯を決定しました。事業実施区域の設定に当
たっては、環境の保全上重要と考えられる対象について、
実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減しました。
今後の詳細なルートや構造の検討を踏まえ、事業実施
区域の設定にあたっても同様に、環境の保全上重要と考
えられる対象に配慮します。



3．配慮書の概要及び意見

■配慮書についての国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解（要約） 方法書 P.7－1～３

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容
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環境要素 国土交通大臣意見 都市計画決定権者の見解

総論

２．環境影響評価の項目の選定
設定した対象事業実施区域又はその周囲において、上記の
１．①～⑪の重要な保全対象が存在する場合には、環境影響
評価の項目の選定に当たって考慮するものとし、入手可能な
最新の文献その他の資料を踏まえ、本事業に伴い影響を受け
るおそれのある大気質、騒音、振動、水質、地形及び地質（地
下水）、日照阻害、動物、植物、生態系、景観、人と自然との
触れ合いの活動の場及び廃棄物等その他環境要素に係る項
目から、環境影響評価の項目を適切に選定すること。

環境影響評価の項目は、事業特性及び重要な
保全対象を含む地域特性を踏まえ、適切に選定
しました。
なお、本事業に伴い影響を受けるおそれのある
項目として、大気質、騒音、低周波音、振動、水
質、水象、地形及び地質、日照阻害、電波障害、
動物、植物、生態系、景観、人と自然との触れ合
いの活動の場、文化財、廃棄物等を選定しました。
（第7章参照）



3．配慮書の概要及び意見

■配慮書についての国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解（要約） 方法書 P.7－1～３

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容
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環境要素 国土交通大臣意見 都市計画決定権者の見解

動植物及び
生態系

３．各論
今後の詳細なルート・構造の検討並びに上記の２．を踏まえた方法
書以降の調査、予測及び評価に当たっては、以下について、特に留
意すること。

（１）動植物及び生態系
重要な動植物や生態系への影響を可能な限り回避・低減するため、
詳細なルート・構造の検討に関してこれらについて十分配慮するとと
もに、専門家等からの助言聴取を踏まえて調査、予測及び評価を
行い、その結果を踏まえ、必要に応じて環境保全措置を検討するこ
と。
① 希少猛禽類の営巣中心域や高利用域といった繁殖に重要な
地域への影 響を可能な限り回避・低減するよう努めること。また、
「猛禽類保護の進め方（改訂版）」や「サシバの保護の進め方」等を
踏まえて調査、予測及び評価を実施すること。
② 河川、湖沼及び湧水群等に生息・生育する重要な水生生物へ
の影響を回避・低減するため、これらの生息・生育地の改変や水
の濁り等が抑制できる位置・構造等を選定するよう努めること。
③ 重要な動物及びその生息地への影響を回避・低減するため、
重要な動物の生息地が分断されないよう橋梁等の構造を選定す
るよう努めること。
また、詳細なルート・構造を踏まえて重要な動物の生息地が分

断されるおそれがある場合は、当該区間において、これらへの影
響の程度を考慮して、交差道路や水路等の機能回復のボックスカ
ルバート、パイプカルバート等を設置する場合には重要な動物の選
好性等を踏まえるとともに、動物専用の横断施設を設置する等、
重要な動物の移動経路を確保するよう努めること。

方法書以降の調査、予測及び評価にあたっては、
以下に示す内容に留意して実施します。

（１）動植物及び生態系
① 希少猛禽類の繁殖に重要な地域への影響を出
来る限り回避・低減できるよう既存文献による生息
情報をもとに、「猛禽類保護の進め方」や「サシバ保
護の進め方」などを踏まえ現地調査を行い、営巣中
心域や高利用域などへの影響を予測及び評価し、
必要に応じて環境保全措置を検討します。
② 河川、湖沼及び湧水群等に生息・生育する重要
な水生生物への影響を出来る限り回避・低減できる
よう、既存文献による生息情報をもとにした現地調
査を実施し、詳細なルート・構造の検討にあたって
は、生息・生育地の改変や水の濁りが出来る限り抑
制できるよう検討します。また、必要に応じて環境保
全措置を検討します。
③ 重要な動物及びその生息地への影響を出来る
限り回避・低減できるよう、既存文献による生息情
報をもとに、現地調査を行い、詳細なルート・構造を
検討します。ルート・構造の検討において、重要な動
物の生息地が分断される恐れがある場合は、影響
の程度を考慮し、必要に応じて動物の移動経路の
確保などの環境保全措置を検討します。



3．配慮書の概要及び意見

■配慮書についての国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解（要約） 方法書 P.7－1～３

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容
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環境要素 国土交通大臣意見 都市計画決定権者の見解

景観

（２）景観
八ヶ岳山系等の優れた眺望景観への影響を回避・低
減するため、詳細なルート・構造の検討に当たっては、
可能な限り定量的に眺望景観の変化の程度を把握し、
専門家等の助言を踏まえ、調査、予測及び評価を実施
すること。また、それらの結果を踏まえ、重大な環境影
響が生じる地点を可能な限り回避するとともに、眺望景
観に配慮した構造等を選定するよう努めること。特に、
八ヶ岳中信高原国定公園からの眺望景観に十分配慮
すること。

（２）景観
今後の詳細なルート・構造を検討するにあたっては、
八ヶ岳中信高原国定公園をはじめとする八ヶ岳山系等
の優れた眺望景観への影響を出来る限り低減させるた
め、既存文献等による主要な景観資源等に留意しなが
ら、眺望景観の変化の程度を把握し、専門家等の助言
を踏まえ、調査、予測及び評価を行い、その結果を踏ま
え、必要に応じて環境保全措置を検討します。

水環境

（３）水環境
トンネル構造の区間を設ける場合には、地下水の坑内
への流出やトンネル内への漏水等による周辺地域にお
ける水源等の減水や枯渇等への影響を回避・低減する
ため、水道や農業用水等の水源の位置及び使用状況
を十分把握するとともに、必要に応じて理論モデルによ
る計算あるいは数値シミュレーションなどの手法により定
量的な予測を実施すること。

（３）水環境
今後の詳細なルートや構造を検討するにあたり、トンネ
ル構造の区間を設ける場合には、水源等に対する地下
水環境への影響に配慮します。
また、今後の環境影響評価の手続において、地下水
の影響を適切に把握するための調査を実施し、その結
果を踏まえて、できる限り定量的な予測、評価を行い、
必要に応じて環境保全措置を検討します。



3．配慮書の概要及び意見

■配慮書についての国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解（要約） 方法書 P.7－1～３

第6章 計画段階環境配慮書
に関する内容

19

環境要素 国土交通大臣意見 都市計画決定権者の見解

廃棄物等

（４）廃棄物等
詳細なルート・構造の検討に当たっては、土地の改変
の抑制や切土・盛土量のバランスを考慮し、発生土の
運搬による周辺環境の影響を回避・低減に努めること。
また、発生土の仮置き場を設置する場合には、必要
に応じて行う環境保全措置の検討に当たって、その設
置場所について、自然植生、動植物の重要な生息・生
育地並びに土砂の流出があった場合に近傍河川等の
汚濁のおそれがある区域や、レクリエーション利用の場
や施設、住民の生活の場から見える場所を回避する
等、周辺環境も含めて影響の回避・低減に努めること。

（４）廃棄物等
詳細なルート・構造の検討に当たっては、土地の改変
の抑制や切土・盛土量のバランスを考慮し、発生土の
運搬による周辺環境の影響を回避・低減に努めます。
また、発生土の仮置き場を設置する場合には、必要に
応じて行う環境保全措置の検討に当たって、その設置
場所について、自然植生、動植物の重要な生息・生育
地並びに土砂の流出があった場合に近傍河川等の汚
濁のおそれがある区域や、レクリエーション利用の場や
施設、住民の生活の場から見える場所を回避する等、
周辺環境も含めて影響の回避・低減に努めます。



４．項目の選定

【方法書・要約書 P.８－２～3】
第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価

の項目並びに調査、予測及び評価の手法

20



４．項目の選定

■環境影響評価の項目 方法書 P.８－２～３

第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

21



４．項目の選定

■環境影響評価の項目 方法書 P.８－２～３

第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

22



５．手法の選定

【方法書・要約書 P.８－４～3４】
第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価

の項目並びに調査、予測及び評価の手法

23



５．手法の選定

方法書 P.８－５～７

第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

24

（１）調査・予測及び評価の手法【大気】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

二酸化炭素
浮遊粒子状物質

二酸化窒素の濃度の状況、浮
遊粒子状物質の濃度の状況、
気象（風向及び風速）の状況

プルーム式及びパフ式によ
る計算

粉じん等 気象（風向及び風速）の状況
事例の引用又は解析により
得られた経験式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目

大気



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

25

方法書 P.８－５～７

（１）調査・予測及び評価の手法【大気】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

二酸化炭素
浮遊粒子状物質

二酸化窒素の濃度の状況、浮
遊粒子状物質の濃度の状況、
気象（風向及び風速）の状況

プルーム式及びパフ式によ
る計算

粉じん等 気象（風向及び風速）の状況
事例の引用又は解析により
得られた経験式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目

大気



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

26

方法書 P.８－８～１０

（２）調査・予測及び評価の手法【騒音】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

騒音 騒音
騒音の状況、地表面の状況、
沿道の状況

音の伝搬理論に基づく予測
式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

27

方法書 P.８－８～１０

（２）調査・予測及び評価の手法【騒音】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

騒音 騒音
騒音の状況、地表面の状況、
沿道の状況

音の伝搬理論に基づく予測
式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

28

方法書 P.８－１２～１３

（３）調査・予測及び評価の手法【振動】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

振動 振動 振動の状況、地盤の状況
事例の引用又は解析により
得られた式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

29

方法書 P.８－１２～１３

（３）調査・予測及び評価の手法【振動】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

振動 振動 振動の状況、地盤の状況
事例の引用又は解析により
得られた式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

30

方法書 P.８－１４～１５

（４）調査・予測及び評価の手法【水質】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

水の濁り
水質（浮遊物質量）の状況、
水象（流量）の状況、水底の
土砂の状況

事例の引用又は解析による
予測

水の汚れ
水質（水素イオン濃度）の状
況、水象（流量）の状況

事例の引用又は解析による
予測

調査項目

水質
環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

31

方法書 P.８－１４～１５

（４）調査・予測及び評価の手法【水質】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

水の濁り
水質（浮遊物質量）の状況、
水象（流量）の状況、水底の
土砂の状況

事例の引用又は解析による
予測

水の汚れ
水質（水素イオン濃度）の状
況、水象（流量）の状況

事例の引用又は解析による
予測

調査項目

水質
環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

32

方法書 P.８－１６

（５）調査・予測及び評価の手法【水象（河川）】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

水象
（河川）

水象
（河川）

流量・流況、浸食・堆砂の状
況、水道水源の状況

事例の引用又は解析による
予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

33

方法書 P.８－１６

（５）調査・予測及び評価の手法【水象（河川）】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

水象
（河川）

水象
（河川）

流量・流況、浸食・堆砂の状
況、水道水源の状況

事例の引用又は解析による
予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

34

方法書 P.８－１７

（６）調査・予測及び評価の手法【水象（地下水）】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

水象
（地下水）

水象
（地下水）

地下水の状況、帯水層の地
質・水理の状況、湧水の状
況、温泉の状況

理論モデルによる計算又は
数値シミュレーション等

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

35

方法書 P.８－１７

（６）調査・予測及び評価の手法【水象（地下水）】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

水象
（地下水）

水象
（地下水）

地下水の状況、帯水層の地
質・水理の状況、湧水の状
況、温泉の状況

理論モデルによる計算又は
数値シミュレーション等

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

36

方法書 P.８－１８

（７）調査・予測及び評価の手法【地形及び地質】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

土壌に係る環
境その他の環
境

重要な地形及び地
質

地形及び地質の概況、重要な
地形・地質の分布、状態及び
特性、重要な現象（温泉、湧
水等）の分布、状態及び特性

事例の引用又は解析による
予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

37

方法書 P.８－１８

（７）調査・予測及び評価の手法【地形及び地質】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

土壌に係る環
境その他の環
境

重要な地形及び地
質

地形及び地質の概況、重要な
地形・地質の分布、状態及び
特性、重要な現象（温泉、湧
水等）の分布、状態及び特性

事例の引用又は解析による
予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

38

方法書 P.８－１１

（８）調査・予測及び評価の手法【低周波音】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

低周波音 低周波音 住居等の位置
既存調査結果より導かれた
予測式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

39

方法書 P.８－１１

（８）調査・予測及び評価の手法【低周波音】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

低周波音 低周波音 住居等の位置
既存調査結果より導かれた
予測式による計算

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目



５．手法の選定 第８章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の
項目並びに調査、予測及び評価の手法

40

方法書 P.８－１９

（９）調査・予測及び評価の手法【日照阻害】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

土壌に係る環
境その他の環
境

日照阻害 土地利用の状況、地形の状況
等時間の日影線を描いた日
影図により予測する方法

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－１９

（９）調査・予測及び評価の手法【日照阻害】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

土壌に係る環
境その他の環
境

日照阻害 土地利用の状況、地形の状況
等時間の日影線を描いた日
影図により予測する方法

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２０

（１０）調査・予測及び評価の手法【電波障害】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

その他の
環境要素

電波障害

テレビ電波（地上デジタル波
を含む）の受信状況、テレビ
電波の送信状況、高層建築物
及び住居等の分布状況、地形
の状況

日本ＣＡＴＶ技術協会が示
す電波障害予測計算式によ
る予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２０

（１０）調査・予測及び評価の手法【電波障害】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

その他の
環境要素

電波障害

テレビ電波（地上デジタル波
を含む）の受信状況、テレビ
電波の送信状況、高層建築物
及び住居等の分布状況、地形
の状況

日本ＣＡＴＶ技術協会が示
す電波障害予測計算式によ
る予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２１

（１１）調査・予測及び評価の手法【動物】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

動物
重要な種及び注目
すべき生息地

動物相の状況、重要な種等の
状況

科学的な知見や類似事例を
参考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２１

（１１）調査・予測及び評価の手法【動物】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

動物
重要な種及び注目
すべき生息地

動物相の状況、重要な種等の
状況

科学的な知見や類似事例を
参考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２２

（１２）調査・予測及び評価の手法【植物】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

植物 重要な種及び群落
植物相及び植生の状況、重要
な種及び群落の状況

科学的な知見や類似事例を
参考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２２

（１２）調査・予測及び評価の手法【植物】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

植物 重要な種及び群落
植物相及び植生の状況、重要
な種及び群落の状況

科学的な知見や類似事例を
参考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２３

（１３）調査・予測及び評価の手法【生態系】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

生態系
地域を特徴づける
生態系

動物種その他の自然環境に関
わる概況、地域を特徴づける
生態系の注目種・群集の状況

科学的な知見や類似事例を
参考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２３

（１３）調査・予測及び評価の手法【生態系】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

生態系
地域を特徴づける
生態系

動物種その他の自然環境に関
わる概況、地域を特徴づける
生態系の注目種・群集の状況

科学的な知見や類似事例を
参考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２４

（１４）調査・予測及び評価の手法【景観】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

景観

主要な眺望点及び
景観資源並びに主
要な眺望景観

主要な眺望点の状況、景観資
源の状況、主要な眺望景観の
状況

図上解析、フォトモンター
ジュ法等による視覚的な表
現方法

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２４

（１４）調査・予測及び評価の手法【景観】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

景観

主要な眺望点及び
景観資源並びに主
要な眺望景観

主要な眺望点の状況、景観資
源の状況、主要な眺望景観の
状況

図上解析、フォトモンター
ジュ法等による視覚的な表
現方法

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２５

（１５）調査・予測及び評価の手法【人と自然との触れ合いの活動の場】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

人と自然との
触れ合い
の活動の場

主要な人と自然と
の触れ合いの活動
の場

触れ合いの活動の場の概況、
主要な触れ合いの活動の場の
分布、利用の状況及び利用環
境の状況

図上解析、類似事例等を参
考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２５

（１５）調査・予測及び評価の手法【人と自然との触れ合いの活動の場】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

人と自然との
触れ合い
の活動の場

主要な人と自然と
の触れ合いの活動
の場

触れ合いの活動の場の概況、
主要な触れ合いの活動の場の
分布、利用の状況及び利用環
境の状況

図上解析、類似事例等を参
考に予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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方法書 P.８－２６

（１６）調査・予測及び評価の手法【文化財】 山梨県北杜市及び長野県南牧村付近

調査の手法 予測の手法 評価の手法

文化財
有形文化財・埋蔵
文化財

文化財の状況（文化財の種
類・位置及びその概要）

図上解析、類似事例の引用
又は解析による予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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（１６）調査・予測及び評価の手法【文化財】 長野県南牧村、小海町及び佐久穂町付近

方法書 P.８－２６

（１７）調査・予測及び評価の手法【廃棄物等】
方法書 P.８－２７

調査の手法 予測の手法 評価の手法

文化財
有形文化財・埋蔵
文化財

文化財の状況（文化財の種
類・位置及びその概要）

図上解析、類似事例の引用
又は解析による予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目

調査の手法 予測の手法 評価の手法

廃棄物等
建設工事に伴う副
産物

廃棄物等の種類ごとの発生・
処分の状況
※文献調査のみ

建設工事に伴う廃棄物等の
種類ごとの発生量及び最終
処分量を予測

環境保全についての配慮がなされているかどうかについて評価
環境基準等との整合が図られているか否かについて評価

調査項目
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